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▲�８月27日砥部町観光センターの登窯前で、炬火に火を
つける佐川砥部町長（左）、森永砥部町議会議長（中央）、
砥部中３年の紺田さん（右）

▼�炬火に火をつける松前、岡田小学校と、
北伊予中学校の代表（7月30日松前町
筒井の松前公園体育館で）

愛
え

顔
が お

つなぐえひめ国体・えひめ大会に向けて出発

▼�総合開会式を待つ愛媛県総合運動公園陸上競技場

君は風 　いしづちを駆け　 瀬 戸に舞え
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愛
媛
県
議
会
定
例
会（
平
成
29
年
9
月
）の
概
要

　

８
月
21
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
16
日
間

の
会
期
で
、９
月
定
例
県
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
え
ひ
め
国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
本
番
を
控
え
、
開
会
を
３
週
間
ほ

ど
早
め
る
と
と
も
に
、６
月
議
会
に
引
き
続

き
一
般
質
問
の
１
日
当
た
り
質
問
者
数
を
３

人
か
ら
４
人
に
増
や
す
な
ど
し
て
、
通
常
よ

り
５
日
ほ
ど
期
間
を
短
縮
し
て
い
ま
す
。

　

可
決
し
た
議
案
は
12
件
で
、
内
訳
は
予
算

３
件
、
条
例
２
件
、
人
事
１
件
、
意
見
書
３

件
、
そ
の
他
３
件
で
す
。
な
お
、
国
家
戦
略

特
区
に
よ
る
今
治
市
へ
の
獣
医
学
部
新
設
ま

で
の
過
程
と
決
定
に
い
た
る
情
報
を
開
示
し
、

説
明
責
任
を
は
た
す
こ
と
を
国
に
求
め
る
請

願
な
ど
３
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
報
告
９

件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
理
事
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
28

年
度
の
決
算
の
認
定
を
求
め
る
議
案
は
、
決

算
特
別
委
員
会
で
継
続
審
査
し
ま
す
。

1 

補
正
予
算（
３
件
）

　

補
正
予
算
は
、８
月
21
日
に
上
程
さ
れ
た一

般
会
計
93
億
7
，3
2
5
万
円
、
中
小
企
業

振
興
資
金
特
別
会
計
５
億
2
，3
0
0
万
円

と
、
渡
部
伸
二
県
議（
環
境
市
民
、
松
山
市
・

上
浮
穴
郡
区
）の
死
去
に
伴
い
追
加
さ
れ
た

補
選
経
費
２
億
7
8
3
万
円（
一
般
会
計
）を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

※�

初
日
に
上
程
さ
れ
た
補
正
予
算
の
概
要
を
、３
、４
ペ
ー

ジ
の
表
１
か
ら
３
に
ま
と
め
ま
し
た
。

2 

条
例
等（
２
件
）

　

県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の一部
改
正
な
ど

3 
人
事（
１
件
）

　

教
育
委
員
に
松
山
市
小
中
学
校
P
T
A

連
合
会
長
の
高
田
智
世
氏（
48
歳
）を
新
任

4 

意
見
書（
３
件
）

⑴
地
方
の
道
路
整
備
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

　

�　

道
路
財
特
法（
略
称
）に
よ
る
道
路
整
備

の
補
助
率
の
嵩
上
げ
措
置
を
、
平
成
30
年

度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
必
要

な
道
路
整
備
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、更

な
る
補
助
制
度
の
拡
充
を
要
望
。

⑵
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

　

�　

私
立
学
校
の
施
設
耐
震
化
補
助
の
拡

充
な
ど
の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
や
、
私

立
学
校
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

の
た
め
の
就
学
支
援
金
制
度
等
の
拡
充
強

化
を
図
る
よ
う
要
望
。
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表
紙
の
砥
部
町
、
松
前
町
の
炬
火

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
供
た
ち
が
舞
ギ
リ

と
呼
ば
れ
る
方
法（
木
の
摩
擦
熱
で
発

火
さ
せ
る
方
法
）で
作
っ
た
火
種
を
集

め
て
、
ト
ー
チ
に
火
を
つ
け
、
ト
ー
チ

か
ら
炬
火
受
皿
に
点
火
し
て
い
ま
す
。

　

炬
火
は
、
10
月
10
日
の
総
合
閉
会

式
で
分
火
し
、
10
月
28
日
か
ら
始
ま
る

「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」に
引
き

継
が
れ
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た
る

も
の
が
炬
火
で
す
。
え
ひ
め
国
体
、
え

ひ
め
大
会（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
）の
期
間
中
、
選
手
を
見
守
る
シ
ン

ボ
ル
で
す
。

　

炬
火
台
の
火
は
、
４
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
、
県
下
20
市
町
の
炬
火
イ
ベ
ン

ト
で
採
火
さ
れ
た
も
の
を
、
９
月
30
日

の
総
合
開
会
式
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
集
火
し「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ

め
の
炎ひ

」と
し
て
、
式
典
で
炬
火
台
に

点
火
し
ま
す
。

炬
火
イ
ベ
ン
ト

炬き
ょ

火か

に
つ
い
て

【舞ギリの様子】
　ヒキリ弓（横木）を上げ下
げして、ヒキリギネ（縦木）を
回転させます。ヒキリ板（下
に敷いている並んだ穴のあ
る板）との接点で摩擦熱が起
き、火種ができます。ヒキリ
弓の扱いにちょっとしたコツ
が要ります。

【炬火受皿】
下半分は瀬戸内海の波を表わし
ており、砥部焼で出来ています。

炬
火
の
分
火



⑶�
国
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

及
び
核
実
験
に
対
し
断
固
た
る
措
置
を

と
る
と
と
も
に
、
国
民
の
生
命
を
守
り
、

安
全
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

5 

そ
の
他（
３
件
）

⑴
財
産
の
処
分

　

伊
予
市
湊
町
に
あ
っ
た
県
有
地
の
内
4
5
，

4
4
9
平
方
メ
ー
ト
ル
が
、
小
手
川
工
業（
松

前
町
）に
６
億
5
，2
0
0
万
円
で
売
却
さ
れ

ま
し
た
。

※�

こ
の
県
有
地
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
山
陽
物
産（
松
前

町
）と
伊
予
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー（
伊
予
市
）に
も
売
却
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
議
決
を
要
す
る
条
件（
注
１
）に
あ
た
ら

な
い
た
め
議
案
と
し
て
は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

⑵
土
木
負
担
金

　

�　

県
が
実
施
す
る
土
木
工
事
等
に
つ
い
て
、

地
元
市
町
の
負
担
金
額
の
変
更
。

6 

報
告（
９
件
）

⑴
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

　

比
率
等
の
報
告
３
件

　

各
指
標
は
、
愛
媛
県
の
各
会
計
が
健
全
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、決
し
て
楽
観

で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
以
下
の
指
摘
事
項

が
あ
り
ま
し
た
。

　
▼�一般
会
計
で
は
、社
会
保
障
関
係
経
費
が

増
加
す
る
中
、
県
債
残
額
が
１
兆
円
を

超
え
、
赤
字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債（
注
２
）の
残
高
比
率
が
高
ま
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
▼�

公
営
企
業
会
計
は
、
工
業
用
水
道
事

業
会
計
と
病
院
事
業
会
計
が
、
多
額

の
企
業
債
残
高（
工
水
50
億
円
、
病
院

2
9
7
億
円
）、
長
期
借
入
金
残
高（
工

水
1
7
1
億
円
、
病
院
95
億
円
）を
有

し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

⑵�

食
の
安
全
安
心
に
関
し
て
講
じ
た
施
策

な
ど
条
例
や
法
律
で
実
施
状
況
を
議
会

に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
３
件

⑶�

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額
の
確
定
な
ど

専
決
処
分（
注
３
）し
た
事
項
３
件

（
注
１
）�地
方
議
会
の
議
決
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
に
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
予

定
価
格
7
，0
0
0
万
円
以
上
の
土
地（
１
件

２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

の
買
入
れ
、
売
払
い
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
が
必
要
で
す
。

（
注
２
）�地
方
交
付
税
に
代
わ
る
地
方
一
般
財
源
と
し

て
発
行
可
能
と
な
っ
た
、
特
例
的
な
地
方
債

で
、
国
の
赤
字
国
債
に
当
た
る
も
の
。
元
利

償
還
金
額
は
、
後
年
度
の
交
付
税
算
定
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

（
注
３
）�本
来
、
議
会
の
議
決・決
定
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長

が
、
議
会
の
議
決・決
定
の
前
に
自
ら
処
理
す

る
こ
と
。
次
の
議
会
で
承
認
を
求
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
報
告
の
み
の
で
す
む
場
合
も
あ

り
ま
す
。

平成29年9月補正予算の概要

◆ 一般会計補正予算 93億7,325万円【累計6,512億1,272万円】

［債務負担行為（1事項）　19億3,000万円］

◆ 特別会計補正予算（1会計） 5億2,300万円【累計1,299億6,532万円】

（表1）予算規模

（表2）歳入予算（一般会計）
区分 補正予算額 備考

分担金及び負担金 1億5,525万円 県単独緊急防災・減災対策事業にかかる土木費負担金 

国庫支出金 1億8,990万円 医療介護提供体制改革推進交付金、地方創生交付金　など 

繰入金・財産収入 4,500万円 財政基盤強化積立金繰入金　など

繰越金 32億8,210万円 決算剰余金

諸収入  20億円 中小企業振興資金貸付金

県債 37億　100万円 県単独緊急防災・減災対策事業への充当予定額　など 

合計 93億7,325万円 
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（表3）歳出予算
　1　県民の安全・安心確保対策の推進（※）：9事項 46億8,000万円

⑴ 県単独緊急防災・減災対策事業 25億9,230万円
　①緊急輸送道路等の整備 9億6,900万円
　②河川、海岸、港湾施設の改修 8,220万円
　③がけ崩れ防災対策の促進 7億3,650万円
　④土砂災害を防止する砂防施設の整備 7億3,650万円
　⑤河川の氾濫を防止する河床掘削の推進 3億円　　

　2　当面する課題への対応：16事項 46億8,000万円
【中小企業振興資金特別会計 1会計　　5億2,300万円】

⑴ 経済・雇用対策の推進 20億　877万円
【特別会計　3億4,300万円】

　①中小企業者の資金繰り支援（融資枠50億円拡大） 20億円　　
　②官民共同で造成したファンドの継続による中小企業支援　　【中小企業振興資金特別会計　3億4,300万円】
　③中小企業の人材確保に向けた職業相談県外窓口の設置 189万円
　④松山港外港ふ頭の利用促進を図るための支援制度の創設 688万円

⑵ 観光の振興 4,032万円
　①松山空港国際線のLCC誘致に向けた広報活動 3,533万円
　②東予東部圏域振興イベントの開催準備 499万円

⑶ 農林水産業の振興 3,229万円
　①中山間地域の農業者等の所得向上に向けた基盤整備 2,057万円
　②ICTを活用したかんきつ農業の担い手支援技術の開発 900万円
　③農業大学校実習用教育機器の整備 118万円
　④農業普及指導等に必要な機器の整備 115万円

⑷ その他 900万円
　①郷高架橋（八幡浜道路）の整備促進　　　　　　　　　　　〈債務負担行為　19億3,000万円〉
　②地域福祉課題を包括的に解決する体制の検討 276万円
　③愛媛マラソン大会への支援 324万円
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（表4）安全・安心確保対策予算の推移
（9月補正時点）

≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

45億円

・避難路整備など　34.0
・砂防、がけ崩れ防災　7.0
・河床掘削　　　　 2.5
・砂防、がけ崩れ防災　7.0
・県立学校耐震化など　1.6

≪当初≫
防災・減災強化枠　120億円

・防災・減災対策事業　47.6
・�オフサイトセンター移転
整備、民間施設耐震改修
支援、西条西警察署建替
（設計）市町の避難所資機
材整備への支援　 27.9
・県立学校耐震化　44.1

26年度　165億円
≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

45億円

・道路・河川整備など　33.1
・砂防、がけ崩れ防災　8.9
・河床掘削　　　　 2.5

≪当初≫
防災・減災強化枠　124億円

・防災・減災対策事業　42.0

・�消防防災ヘリの更新、防
災通信システム整備、民
間施設耐震改修支援、市
町の避難所資機材や災
害情報伝達設備の整備
支援　など　　　45.3

・県立学校耐震化　37.1

27年度　169億円

≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

45億円

・�道路、河川、海岸、港湾
施設整備　　　  33.3
・砂防、がけ崩れ防災　8.7
・河床掘削　　　 　2.5
・�公共土木施設応急復旧ガ
イドラインの策定　0.2

≪当初≫
防災・減災強化枠　137億円
※防災通信システム
　（17億円）除く。

・防災・減災対策事業　42.0

・警察署の建替
 民間施設耐震改修支援
 など　　　　　   57.1

・県立学校耐震化　38.2

28年度　182億円

≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

47億円

・�道路安全対策や河川、海岸、
港湾施設の整備など　36.4
・�渓流保全など砂防施設
の防災対策　　　 7.4
・�土砂の堆積が著しい箇
所の河床掘削　　 3.0

≪当初≫
防災・減災強化枠

135億円

・防災・減災対策事業　42.0

・警察署の建替
 私立高、私立幼稚園の
 震化促進など　  46.0

・県立学校耐震化　47.0

29年度　182億円

※安全・安心確保対策予算の推移を、表4にまとめました。

◆
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
対
策
に
重
点

◀



▼
９
月
17
日
昼
前
に
鹿
児

島
県
に
上
陸
し
た
台
風

18
号
は
、
夕
方
、
四
国
に

再
上
陸
。
活
発
な
前
線

も
影
響
し
て
大
変
な
豪
雨
と
な
り
、
愛
媛

県
下
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
砥
部
町
で
は
全
域
に
、
松
前
町
で
は

松
前
、
岡
田
地
域
の一部
に
避
難
勧
告
が
出

る
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
で

す
が
、
砥
部
、
松
前
と
も
浸
水
な
ど
の
被

害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
地
震
、
津
波
、
豪
雨
に
土
石
流
と
、日
本

列
島
は
自
然
災
害
と
共
に
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
強
靭
な
国
土

づ
く
り
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
大
き
な

政
治
課
題
で
す
。
県
で
は
、昨
年
か
ら
は
県

民
の
安
全
・
安
心
確
保
対
策
予
算（
９
月
補

正
時
点
）を
10
億
円
超
拡
充
し
、災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

▼
議
会
初
日
、
中
村
知
事
か
ら
ソ
ウ
ル
定

期
便
再
開
決
定
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

就
航
す
る
の
は
、
韓
国
の
格
安
航
空
会
社

（
L
C
C
）チ
ェ
ジ
ュ
航
空
。
11
月
２
日
か

ら
松
山
―
ソ
ウ
ル・
仁
川（
イ
ン
チ
ョ
ン
）空

港
を
週
３
便
運
航
し
ま
す
。
ア
シ
ア
ナ
航

空
が
撤
退
し
て
か
ら一
年
ほ
ど
で
の
定
期
便

の
再
開
。
関
係
者
の
努
力
は
、
大
変
な
も
の

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
、
県
観
光

物
産
協
会
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

磯
村
氏（
元
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
社
長
）の
人
脈

は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
６
月
22
日
か
ら

「
愛
媛
版
D
M
O（
注
４
）」も
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
愛
媛
の
観
光
産
業
の
飛
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。一
方
で
、
仁
川
空
港
が
東
ア

ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
、
確
た
る
地
位
を

築
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
、

少
な
か
ら
ぬ
シ
ョッ
ク
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
８
月
31
日
、
渡
部
伸
二
県
議
が
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
渡
部
議
員
と
は
、
昨
年
経
済

企
業
委
員
会
で
席
が
隣
り
合
わ
せ
と
な
り

ま
し
た
。
毎
回
、
大
変
細
か
く
下
調
べ
を

し
て
委
員
会
に
臨
ん
で
い
た
姿
を
思
い
出
し

ま
す
。
会
派
も
違
い
、
主
義
主
張
も
異
な

り
ま
す
が
、
真
摯
に
取
り
組
む
姿
勢
に
頭

が
下
が
り
ま
し
た
。
享
年
57
歳
。
早
す
ぎ

る
死
で
す
。
合
掌

（
注
４
）�観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
の
戦
略

策
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
品

質
管
理
な
ど
を
行
う
事
業
組
織

編
後
集
記

　

８
月
11
日
ベ
ト
ナ
ム
・
ド
ン
ナ
イ
省
で
開
か
れ
た

県
産
木
材
展
示
・
商
談
会（
ジ
ャ
パン
・
ウ
ッ
ド
・
コン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョン
・
フ
ェア
）を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

展
示
・
商
談
会
は
、ベ
ト
ナ
ム
で
愛
媛
県
産
の
乾
燥

材
や
プ
レ
カ
ッ
ト
材
な
ど
高
付
加
価
値
木
材
の
需
要

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
催
は
、
愛
媛
県
と
県
産
材
製
品
市
場
開
拓
協
議

会
。
農
林
中
央
金
庫
が
協
賛
し
て
い
ま
す
。
会
場

は
、
木
材
輸
入
業
者
、
タ
ビ
コ（
T
A
V
I
C
O
）

社
の
敷
地
内
で
、
愛
媛
県
は
ヒ
ノ
キ
を
主
力
に
同

社
を
通
じ
て
、こ
れ
ま
で
約
9
0
0
万
立
方
メ
ー
ト

ル（
2
，2
5
0
万
円
）の
木
材
輸
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。フェア
に
は
、愛
媛
県
の
上
甲
副
知
事
、佐
々
木

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、
国
民
の
平
均
年
齢
が
30
歳
と
若
者

の
多
い
国
で
、
今
後
大
き
な
発
展
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
人
口
は
9
，1
7
0
万
人（
2
0
1
5
年
）で
、

増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。
北
の
ハ
ノ
イ
が
、
政

治
の
中
心
で
す
。
私
た
ち
の
泊
ま
っ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン

市（
旧
サ
イ
ゴ

ン
）は
商
業
の

中
心
地
で
、市

内
は
大
変
活

気
が
あ
り
、日

本
製
の
バ
イ
ク

で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
日
本

の
運
転
感
覚

で
は
ま
ず
運

転
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。

朝のホーチミン市内（宿泊ホテルの前で）
タビコ社の貯木場で、愛媛からのヒノ
キをみる。左の後ろ姿が私です。

林
業
政
策
課
長
、大
洲
、西
予
、砥
部
の
各
森
林
組

合
長
、
愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
私
も
含
め
て
11
名
の
県
議
会
議
員
が
参
加
し
、

ド
ン
ナ
イ
省
ト
ッ
プ
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
精
力
的

に
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

記念撮影をする関係者（左からハー・タビコ社長、グエン・
ドンナイ省共産党書記長、上甲副知事、タイ・ドンナイ省
知事、高山・渡部・越智各県議、農林中央金庫高松支店四
国営業部・宮城部長）
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ム
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木材の
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晴走雨読私の本棚から気になった本の紹介

せ そ ど
い うう く

　

高
校
１
年
生（
昭
和
47
年
）の
時
、ク
ラ
ス
担
任
の

井
上
先
生
が
、こ
の
本
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
先
生
が
こ
の
本
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
話
さ
れ
た

か
は
記
憶
に
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
訳
か『
流
れ
る

星
は
生
き
て
い
る
』と
い
う
題
名
と
、「
藤
原
て
い
」
と
い

う
著
者
の
名
前
、
個
性
的
で
精
悍
な
先
生
の
顔
が
頭
の

隅
に
残
って
い
ま
す
。

　

物
語
は
、
満
州
の
新
京（
長
春
）に
い
た
著
者
が
敗

戦
後
、
３
人
の
子
供（
５
歳
、２
歳
、
生
後
１
か
月
）
を

連
れ
て
朝
鮮
半
島
の
38
度
線
を
越
え
、
故
郷
の
長
野

県
諏
訪
地
方
へ
帰
り
つ
く
ま
で
の
約
１
年
間
の
行
動
記

で
す
。
ち
な
み
に「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
は
、
引
き
揚
げ
の
途
中
で
出
会
っ
た
朝
鮮
人

保
安
隊
員
か
ら
教
わ
っ
た
歌
の一節
で
す
。
金
と
い
う
名

の
そ
の
保
安
隊
員
は
、
大
変
親
切
に
藤
原
た
ち
に
接
し

ま
す
。
そ
し
て
、
無
名
の
そ
の
歌
を
口
ず
さ
み
、
言
い
ま

し
た
。「
南
方
に
い
た
時
、
私
の
部
隊
の
兵
隊
が
作
詩
し

て
、
別
の
兵
隊
が
作
曲
し
た
ん
で
す
が
ね
。
二
人
と
も

終
戦
間
際
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」。
藤
原
た
ち「
観

象
台
疎
開
団
」
は
、
帰
国
す
る
ま
で
、
題
名
も
な
い
そ

の
歌
を
唄
い
続
け
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

生
き
て
日
本
に
戻
る
こ
と
の
で
き
た
藤
原
で
す
が
、

引
き
揚
げ
時
の
無
理
が
祟た

た

り
、
結
核
で
３
年
間
病
の
床

に
つ
き
ま
す
。
藤
原
は
、こ
の
本
の
あ
と
が
き
に
、
そ
の

病
床
の
中
で
、３
人
の
子
供
へ
の
遺
書
の
つ
も
り
で
、
引

き
揚
げ
時
の
こ
と
を
書
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
戦
後
、

満
州
か
ら
引
き
揚
げ
る
物
語
と
い
う
こ
と
で
、
悲
惨
と

い
う
か
恐
ろ
し
く
て
読
め
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
45
年

た
って
こ
の
本
を
手
に
取
り
、
読
み
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎
藤
原
て
い
（
ふ
じ
わ
ら
・
て
い
）

　

１
９
１
８
年（
大
正
７
年
）長
野
県
茅
野
市
生
ま
れ
。

作
家
。
他
の
著
書
に「
灰
色
の
丘
」「
旅
路
」
な
ど
。
夫

は
作
家
の
新
田
次
郎（
本
名
・
藤
原
寛
人
）、
数
学
者

で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
藤
原
正
彦
は
次
男
。
娘
の
咲
子
も

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
活
躍
。
２
０
１
６
年（
平
成
28

年
）11
月
没
。

（
文
中
敬
称
略
）

著者：藤原 てい　　出版：中公文庫

『流れる星は生きている』
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